
 

 

第 40 号 

会報誌「うしお」は、ホームページ上で電子ブック形式になりました。 

 

 

https://ushiokai.net またはうしお会で検索  
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題字並びに表紙絵について 

 
題字：増田隆子(旧姓/小島 昭和 41 年卒業 

 

   表紙：丸山晶子 (昭和 63 年卒業)  

 

作者略歴 

神奈川県藤沢市出身 藤沢市在住 

小さな頃から絵を描くことが大好きで水彩画、油彩画、パステル画を趣味で 

描き続けてきた。その後京都で染織を学び、型染めや藍染めを中心に制作。 

自らから名付けた“型絵染画”とは型染めの技法を取り入れつつ、彩色では 

単に色を染めるというよりは描くという絵画的な表現方法を使っている。 

湘南の四季の風景を主に制作。 

 2008 年鵠沼桜が岡にアトリエ兼ギャラリー“あとりえ梅庵”をたちあげ、個

展やグループ展、イベント、ワークショップも企画開催している。 

 



うしお会 会長挨拶 
 

向暑の候、新型コロナウイルスはいっこうに収まる様子がな

いなか、会員の皆さま方にはお元気でお過ごしのことと存じま

す。 

 

 鎌高では耐震工事によるグラウンドのプレハブ校舎が 1棟解

体されましたが、まだ E 棟の耐震工事が行われており、グラウ

ンドでの授業、部活動には相変わらず制限されている状況で

す。 

 

 この度、同窓会の役員に昭和 51 年卒業、鎌高には昭和 56 年

（1981）から平成 6 年（1994）の 14 年間勤務された高木亮先

生(体育科)を副会長にお迎えしました。また、今年 4月に平成

4年卒業の村田周子先生（英語科）、平成 16 年卒業の徳山めぐみ先生（数学科）の 2人の

卒業生が母校に赴任されました。久しぶりの卒業生の教諭を加え 100 周年に向けて大変心

強い味方が出来たことをご報告申し上げます。 

 

 同窓会では昨年度、印刷費・送料軽減等の理由から初めて電子版による会報「うしお」

に変更させていただきました。色々心配していましたが、おかげさまで大きな問題もなく

引き続き電子版での会報発行を行っていきたいと思っています。 

  

 協賛金の納入に関しては幅広い年代の卒業生から旧職員にいたるまでご協力をいただき

感謝申し上げます。特に市立実科女学校、市立高等女学校、併設中学の卒業生からも協賛

をいただき厚く御礼申し上げます。何かの機会にお会いして当時のお話などを伺えたら幸

いです。100 周年の記念誌への掲載も考えております。 

協賛金の納入者には昭和 63 年卒業の丸山晶子さん制作の「うしお」の表紙の絵ハガキを郵

送させていただきました。1万円以上の納入者も 40 件もあり昭和 51 年卒業の磯崎眞澄さ

ん制作の鎌高オリジナル手ぬぐいを郵送させていただきました。今年度も引き続き協賛金

納入者には同様に対応していきたいと思っています。 

協賛金の使い道については今年の度事業計画案にもあるように在校生のための支援を企画

中です。また、6 年後の 100 周年に向けて来年度から特別協賛金の募集も始めていきたい

と思っています。 

 

 今年度の総会もコロナ禍を考慮して、書面総会とさせていただきます。今年度の議案書

をホームページ上に掲載しましたので、ご意見のある方は 7月末日までにおよせくださ

い。 

 

 100 周年に向けて実行委員の募集、企画のアイディアも募集します。ホームページをご

覧ください。100 周年に向け卒業生一丸となって進んでいきましょう。 

 
 



校長先生ご挨拶 

 

湘南海岸から潮風の便り 
校 長 田 中 顯 治 

 

 この 4 月１日で鎌倉高等学校の校長２年目を迎えています。 

 潮会の皆様には日頃から様々な形でお世話になっており、心から

感謝申し上げます。 

 昨年度も前年度同様、新型コロナウイルスの感染症の関係で学校

の通常生活を送ることができず、時差登校、臨時休校などの措置を

取りながらも学校生活が送ってきました。学習の遅れが心配されま

したが、ICT を用いたオンライン学習や、課題等を出すことによって、

ほぼ学習の遅れを取り戻すことができました。 

 

昨年度の卒業生の進路状況に関して、国公立大学では何年かぶりに東京大学、東京外国

語大学に合格、東北大学、東京工業大学などの国立の難関大学に合格者が出ました。それ

以外にも地元の横浜国立大学、横浜市立大学など国公立大学への合格者も数多く出ていま

す。私立大学では早稲田大学、慶応義塾大学をはじめ MARCH(明治・青山学院・立教・中

央・法政)へ多くの合格者が出ています。新型コロナ感染症のパンデミックのなか、本校生

徒のなかでも、医師、看護師をはじめとして医療関係に進む者も少なからずいます。 

  

今年度は引続き学力向上進学重点校エントリー校の指定を受け、理数教育推進校指定に

ついても改めて指定を受け、これらの指定の成果を出さなくてはいけないと思っています。 

学校行事に関して、一昨年度中止になった本校の一大イベント鎌高祭は、来場者制限や一

般公開中止にすることにより、開催することができました。合唱コンクールは中止になり

ましたが、カマスポや球技大会については、感染対策を十分取って開催しました。また、

予定していた沖縄方面の修学旅行は中止し、12 月に新潟のスキー修学旅行に変更して実施

しました。 

一昨年度に引き続き、本校がグローバル教育の一環として実施してきたオーストラリア

の姉妹校交流、カナダ語学研修は、新型コロナウイルスの感染状況から中止となりました。

本年度も新型コロナウイルスの感染状況が収束しない関係で姉妹校交流を中止し、次年度

に訪問する予定です。 

 

B 棟、D 棟の耐震工事は昨年終了し、現在 E 棟の工事が行われています。グラウンドには

1 年生と藤沢養護学校の生徒が学習している仮設校舎が建っています。令和４年 10 月には

校舎の耐震工事は終わる予定ですが、８月から A 棟の外壁補修工事も予定されています。

仮設校舎の建っているグラウンドの整備は令和４年度末には終了し、引き続き柔剣道場の

耐震工事が終了するのは、令和５年度内となっています。 

 

 



鎌高の現状 2022 

 
B 棟の耐震補強工事が終了し、現在は E棟の耐震補強工事が行われています。 

B 棟は外壁も塗り替えられて外観はとても綺麗になっています。 

 

内装については、さほど変化はありませんが、一部

ロッカーが塗り替えられたり、トイレが改修されて

トイレ入口の壁の色が変わり、人感センサーでライトが付いたり、女子トイレには狭いで

すがパウダールームのようなスペースも設置されました。 

鎌高生の学校生活も少し快適になったのではないでしょうか。 

 

グラウンドに 2棟あった仮設校舎のうち 1棟は役目を

終えて解体されました。残る 1棟はもうしばらく使用

されます。 



 

 

各部活の活躍 

サッカー部 

1.在籍人数 3 年 28 名   2 年 19 名   1 年 31 名  

2.現在は３学年約 80 名、そして県内ベスト８以上のチームを目指

して日々の活動に切磋琢磨しながら励んでいます。また、結果だ

けではなく、一人ひとりの自立へ向けて学校行事やクラス活動で

も中心となれるように真剣に取り組んでいます。 鎌倉高校サッカ

ー部に携わってくださるすべての人への感謝を結果と姿勢で示せ

るように全力で戦います。応援よろしくお願いします。  

  

陸上競技部 
1.在籍人数 3 年 12 名   2 年 8 名   1 年 10 名  

2.5 月のインターハイをもって 3年生は引退し、夏からの地区新人戦に向けて 1・2年生が

日々練習に励んでいます。活動場所は、校内のみならず、浜に出てランニングすること

も。陸上を専門とする顧問がいないにもかかわらず、卒業生のインストラクターに指示を

もらい部員同士で相談しながら自主的に熱心に活動する姿は、将来一人ひとりの目標達成

に功を奏するものと信じています。  

  

ダンス部  
1.在籍人数 3 年 23 名   2 年 33 名   1 年 16 名  

2.ダンス部は、すべての活動において生徒が主体であることを大事にしています。コンク

ールにも積極的に取り組み、昨年度の新人戦では 72 校中 13 位という成績をおさめること

ができました。もちろん作品作りにおいて、衣装や振り付け、構成まで全て生徒達だけで

行っています。また、野球応援のチアの振付の伝承を通して、ダンス部の伝統を代々継承

しています。チアやヒップホップなど様々なジャンルにおいて部員たちが輝いています。

これからも「応援される部活」を目指して日々精進していきます。  

  

剣道部 
1. 在籍人数 3 年 ５名   2 年 ３名   1 年 ６名  

2．剣道の醍醐味である「一本を取りにいく」事を重視しつつ、県

でベスト 16 を目指し、日々稽古に励んでいます。今年度は、湘南

地区大会の個人戦で女子 1人が準優勝、男子 1人と女子 1人がベス

ト８、と着実に力を付けています。稽古中は、互いにアドバイスを

欠かすことなく、切磋琢磨する雰囲気があり、部員同士も明るく仲

が良いです。生徒一人一人が成長する意欲を高く持ち、活動しています。 

 

 

 

 



弓道部  
1.在籍人数 3 年 19 名   2 年 17 名   1 年 17 名  

2.私たち弓道部は、鎌高敷地内にある屋外弓道場で活動しています。雨風の影響を受ける

環境ではありますが、お互いの射を見合い、切磋琢磨しながら日々の稽古に励んでいま

す。美しい射形の修得を目指しつつ、大会での上位進出を目標に頑張っています。これか

らも応援よろしくお願いします。  

 

卓球部  
1.在籍人数 3 年 ０名   2 年 ８名   1 年 ３名  

2.卓球部は、体育館 2 階の卓球場で、日々県大会進出を目指

し、練習に励んでいます。練習メニューを工夫したり、練習

試合を行ったり、積極的に活動しています。昨年の 6月に 3

年生が引退して以来、現２年生 8名のみで活動をしてきまし

た。今年度めでたく新 1 年生を迎え、久しぶりに「先輩 後

輩」のいる部活動をしています。良いチームを目指して、頑

張っていきたいと思います。  

  

男子バレーボール部  
1.在籍人数 3 年 1 名   2 年 7 名   1 年 9 名  

2.3 年生のプレイヤー1名が引退し、2年生（プレイヤー4名、マネージャー3名）と 1年

生（プレイヤー7 名、マネージャー2名）の新チームで活動しています。基礎的な練習を徹

底的に行い、練習試合で経験を積みながら、まずは地区予選突破を目標に日々楽しみなが

ら活動しています。日頃お世話になっている方々への感謝を忘れずに取り組んでいきま

す。応援のほどよろしくお願いいたします。 

 

女子バレーボール部  
1.在籍人数 3 年 4 名   2 年 9 名   1 年 9 名  

2.今年度も頼もしいメンバーが加わりました。コーチの熱心な指導のもと、県大会ベスト

８を目指して練習に励んでいます。活動日は週５～６日です。選手、マネージャー、そし

て学年を超えて、部員同士が仲良く、互いを励ましあいながらチームワークを高めていま

す。これからも応援をよろしくお願いいたします。  

  

男子テニス部  
1.在籍人数 3 年 21 名   2 年 17 名   1 年 ６名  

2.日頃より鎌高テニス部の活動にご協力いただきありがとうござ

います。令和４年度は、76 期生 6 人を迎え計 44 人で活動を行っ

ています。新型コロナウイルスによる制限がある中、平日は火・

木（隔週）・金曜日に、休日は土曜日の週４日の活動を行い、

日々のコート整備やボール管理など、主体的な取り組みをベース

に、再現性の高い技術の習得を目指しています。  

 

 

 



女子テニス部  
1.在籍人数 3 年 11 名   2 年 ６名   1 年 11 名  

2.平日は月・水・木、休日は土にクレーコート 2面を使用して練習し、使用日以外は基礎

トレーニングを行っています。目標は、県団体ベスト 32 です。目標に向け、試合のための

実践的な練習や、再現性を高めるためのメニュー作りなど、一人ひとりが主体的に活動し

ています。また、テニスを通しての人間形成を大切にしながら、コート整備や安全面への

配慮にも力を入れています。  

 

女子ハンドボール部  
1.在籍人数 3 年 15 名   2 年 12 名   1 年 17 名  

2.４月から、17 人の１年生を迎えて、総勢 47 人で賑やかに活動しています。コロナ禍の

影響で制約された中での試合や練習ですが、そのときにできることをやっていこうという

姿勢でいます。高校からこの競技を始める部員がほとんどですが、部員自身が２年間の練

習で、どんどん上達していく様子を実感しています。戦績もさることながら、共同で一つ

のことを目指すことで得られる大切なものを得たいと願っています。  

  

男子バスケットボール部  

1.在籍人数 3 年 17 名   2 年 9 名   1 年 14 名  

2.日頃からご支援いただきありがとうございます。 今年度は 14 名の新入生を迎え、計 40

名で活動しております。 学校関係者、チーム関係者の方々のサポートのおかげで活動がで

きることに感謝し、日々の積み重ねを大切にしています。昨年度は８年ぶりに県大会へ出

場することができ、目標を達成することができました。 昨年度、タウンニュース鎌倉版に

とり上げていただいたコロナ禍でのオンライン部活動についての記事をご覧ください。 

https://www.townnews.co.jp/0602/2022/01/28/610878.html   

  

女子バスケットボール部  
1.在籍人数 3 年 5 名   2 年 4 名   1 年 6 名  

2.日頃からご支援ありがとうございます。令和４年度は新入生を６人

迎え計 15 人のチームになりました。人数は非常に少ない中ですが、

一人一人が責任感とチームの一員としての自覚を持ち日々練習に励ん

でいます。チームメイト同士でアドバイスをしている姿がたくさんあ

り、全員仲が良く、共に目標に向かってがんばっています。  

  

吹奏楽部  
１.在籍人数 3 年 12 名   2 年 5 名   1 年 5 名ௗ  
２.1 年生 5 人、2年生 5人の少数精鋭で活動中の吹奏楽部です。木曜

日を定休日として日々練習に励んでいます。1年生の楽器決めのあと、

すぐに行われた保護者説明会では、新体制で初めての演奏ながらも 3

曲の演奏をしま した。現在は 6月に開催される鎌高祭に向けて様々な

曲を吹いています。また、7月に行われるコンクールでの演奏曲も決ま

り数人の 3 年生の先輩方とともに精力的に練習に取り組んでいます。  

 

 



室内楽部  
1.在籍人数 3 年 ４名   2 年 ５名   1 年 ７名  

2.現在ヴァイオリン 10 名、ヴィオラ４名、チェロ２名の計 16 名で

活動しています。時には木管楽器に持ち替えたりピアノを加えたり

しながら、音色を磨いています。今年度も鎌高祭や福祉施設とのオ

ンラインコンサート、県の演奏会への参加を予定しているほか、昨

年度のオーディションに合格した３年生１名が、８月に東京都で開

催される全国高校総合文化祭に神奈川県代表の合同オーケストラの

一員として参加するなど、活動の場を広げています。  

  

美術部  
1.在籍人数 3 年 ２名   2 年 ２名   1 年 ６名  

2.ここ２年ほどは、コロナ禍の影響や兼部の部員が例年よりも多くあまり活発な活動はで

きていませんでした。しかし県の高校美術展に前年度は出品でき、毎年１年生に参加して

もらう地区の交通安全ポスターの原画コンクールに入選できました。今年度は１年生が６

名入部してきましたので、鎌高祭に向け、まずは、作品制作に励みたいと思います。  

  

軽音楽部  
1.在籍人数 3 年 12 名   2 年 31 名   1 年 45 名  

2.軽音楽日歌会では、「いつも心に日歌会」をモットーに毎週バンドごとに練習をかさね、

文化祭や部内ライブ、他校との合同ライブで演奏、発表しています。今年は昨年度まで感

染対策のため中止していた、大船高校、鎌倉高校、七里ガ浜高校、深沢高校の４校の合同

ライブ「鎌ロック」を実施することができました。今後も精力的に活動していきます。  

  

演劇同好会  
1.在籍人数 3 年 １名   2 年 １名   1 年０名  

2.平成２７年に発足した演劇同好会では、新入生歓迎会で短い劇を披露したり、文化祭で

の演劇上演をしたり、できることをコツコツと、少人数ながら細々と活動しています。現

在１年生の入部がないので、新入部員大歓迎です。兼部も可能で随時入会を受け付けてい

ます。  

  

英語研究会  

1.在籍人数 3 年 7 名   2 年 ２名   1 年 0 名  

2.発足から約 2年が経ち、これまでに、メキシコ、フランス、イスラエル、コスタリカ、

アメリカの生徒とオンラインで様々な事柄についてディスカッションを重ねてきました。

その活動が注目され、2021 年には「トビタテ！留学 JAPAN」のサイトに国際交流の好例と

して活動内容を掲載いただきました。机上の学びにとどまらず、実践をとおして英語力を

伸ばし、英語の先の世界へ飛び出していくことを目指して、今後も活動していきます。  

 

スキー山岳部  
1.在籍人数 3 年 3 名   2 年 4 名   1 年 0 名  

2.我々スキー山岳部は、山に関する活動を精力的にしています。昨年度はコロナ禍によっ

て精力的に活動はできなかったので、今年は頑張りたいです。  



水泳部  
1.在籍人数 3 年 12 名   2 年 14 名   1 年 17 名  

2.夏は泳ぎを、冬は筋トレを中心に行っています。先輩後輩、男女関

係なく仲良く活動しています！  

  

KBS  
1.在籍人数 3 年 １名   2 年 １名   1 年 ７名  

2.KBS はスポーツ大会や合唱コンクールなどの行事のアナウンスを中心に活動していま

す。それに加えて、今年度は江ノ電との共同企画で「江ノ電乗車マナー」のアナウンスを

藤沢駅で行うなど、外部での活動も取り入れています。学校行事が少しずつ本来の形を取

り戻していく中で、より一層、鎌高生に楽しんでもらえるように頑張っていこうと思いま

す。  

  

バドミントン部  

1.在籍人数 3 年 16 名   2 年 24 名   1 年 18 名  

2.バドミントン部は男子 32 名、女子 26 名で活動しています。2022 年

度の関東大会、高校総体では予選を勝ち上がり、団体戦で男女とも

に、個人戦で男子シングルス１名が県大会に出場することができまし

た。男子は県ベスト８、女子は県ベスト 16 という目標に向かって日々

練習に励んでいます。また、部活動だけでなく勉強や行事にもしっか

り取り組み、文武両道を実現できるようにしたいです。  

  

硬式野球部  
1. 在籍人数 3 年 11 名（うちマネージャー1名） 

2 年   5 名   1 年  3 名  

2.「応援されるチーム」をモットーに、夏の選手権大会ベスト 32

を目指して、日々の活動に全力で取り組んでいます。春季大会の

地区予選では、2勝 1敗の得失点差で県大会まであと一歩届きませ

んでした。この悔しさを糧に、夏の選手権大会では全力プレーと

結果で、これまで応援していただいたすべての方へ恩返しをしま

す。これからも応援よろしくお願い致します。  

 

アメリカンフットボール部  
1.在籍人数 3 年 11 名   2 年 11 名   1 年 11 名  

2. アメリカンフットボール部は「100 年続くチーム」を目標に「愛

されるチーム」をスローガンにして部活動に励んでいます。（現在の

１年生は部の 48 期生）。週の活動日数は 4日で練習時間は 2時間程

度。余裕のある活動の中で主体性を育み自走する集団になり、神奈川

県大会で優勝することを目指しています。  

 

 

 

 



体操部  
1.在籍人数 3 年 ０名   2 年 ３名   1 年 １名  

2.相変わらず少人数ですが、朝練週３日、放課後週２日活動し

ています。  

 

ソフトボール部  
1.在籍人数 3 年 ５名   2 年 ３名   1 年 ３名  

2.学年に関係なく選手が明るくハツラツと活動に取り組んでいます。試合で１つでも多く

勝利を手にするために、日々の練習ではキャッチボールやトスバッティングをはじめと

し、ノックやマシーンを使った実践的な練習にも力を入れています。定期的に練習試合を

行い、練習の成果を一つでも発揮できるよう、各選手が目的意識をもって臨んでいます。

限られた人数の中で自分たちで練習メニューを考え、日々切磋琢磨しています。  

 

男子ハンドボール部  

1.在籍人数 3 年 １3 名   2 年 14 名   1 年 27 名  

2.選手の多くが高校からハンドボールを始めています。今年は「県ベスト８」を目標に切

磋琢磨し合いながら日々、練習に励んでいます。応援されるチーム・選手を目指して努力

しています。応援よろしくお願いいたします。  

 

茶道部  
1.在籍人数 3 年 ２名   2 年 ３名   1 年 ４名  

2.私たち茶道部は、裏千家流の茶道の先生にご指導いただきながら、週３回、お茶のお稽

古をしています。先輩が後輩に指導をすることもあり、良い上下関係を築きながら、楽し

く活動しています。今年度も、鎌高祭や高校生茶会に参加させていただき、お茶に親し

み、おもてなしの心を身に付けていきます。  

  

合唱部  
１.在籍人数 3 年 4 名、2 年 5 名、1年 1 名 

２.毎週水曜日と土曜の午前中の活動です。先輩と後輩の仲がよく、皆で歌いたい曲を話し

合って曲を決めています。また、先輩から受け継いできた曲もあります。歌が大好きな仲

間が集まって、歌声が途絶えることがありません。今は文化祭にむけてがんばっていま

す。  

 

科学研究会  
1.在籍人数 3 年 ４名   2 年 ３名   1 年 ３名  

2.週３日、放課後に活動しています。部員の興味関心に応じて実験を計画立案して実施し

ています。今後は外部との交流や年間を通じたテーマの設定をしていくつもりです。  

  

 

 



100 周年に向けて 
 

昭和 3年の鎌倉町立鎌倉実科高等女学校創立から今年で 94 年、大きな節目の 100 周年ま

であと 6年となりました。現在同窓会では来たる 100 周年に向けて模索を始めたところで

す。記念行事はただ卒業生が懐かしむ為にあるのではなく、その時の在校生の心に何かを

残さなくてはなりません。 

 

 振り返れば 80 周年の時は、社会で活躍する卒業生を在校生に知らしめ、励みにしてほし

いという方針でした。そこで美術・音楽・芸能と、芸術方面の各界で活躍する卒業生に協

力して頂き、コンサートと美術展を企画開催しました。当時の校長の金子善政先生は記念

誌に「鎌倉高校には素晴らしい卒業生が沢山いる。(中略)在校生はさらに勉学に励み、新

しい鎌倉高校を創造してほしい。」と寄稿して下さいました。 

  

90 周年の際は、「今回は在校生の活躍の紹介を中心にしよう」としました。記念式典は

吹奏楽部、ダンス部、国際交流委員会、科学研究会の発表が行われました。記念講演で

は、国連や G20 などでグローバルに活躍する本校卒業生の大崎麻子氏(平成元年度卒業、 

ジェンダー・開発政策専門家)に在校生を鼓舞する力強いメッセージを頂きました。 

  

さて 100 周年までの 6 年間が、長いのか短いのかは分かりません。6年後にどのような

メッセージを在校生に届けるか、また卒業生の新たな鎌高愛を掻き立てる事ができるか模

索中です。実りある周年行事になるように皆様のアイディア、ご支援をお待ちしていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

僅少ながら 80 周年、90 周年の記念誌の在庫があります。 

ご希望の方は、うしお会ホームページからご応募ください。無料にて贈呈いたします。 

※地方発送ご希望の方は送料をご負担ださい。 

 



鎌高生の進路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本三大弁天 



うしお会会員のお店紹介 Vol.1 かきや 
藤沢駅から江ノ電で鎌高に通われた方なら覚え

がある方も少なくないかとおもいますが、 

江の島駅と腰越駅の間、路面電車になっている

あの道路沿いに「かきや」というお店がありま

す。 

地魚を中心にそばなども出されているお店、そ

して、旅館もあるのです。 

この店の社長、戸倉孝二さんがうしお会の会員

さん、鎌倉高校を昭和 50 年に卒業されました。 

 

昭和 54 年立命館大学理工学部化学学科卒業後、

積水ハウス株式会社入社、昭和 60 年実家に戻り家業を手伝うことになったそうです。 

このお店、開業は明治時代で、戸倉さんは既に 4代目だそうです。 

 

開業当時は地元の方のための下町食堂だった

そうですが、明治 35年に江ノ電が通るように

なって観光客も増え、現在のような旅館の宿

泊客用のお料理も含めたお店になったそうで

す。 

現在の旅館のお客様はヨットなどのセーリン

グの関係者も多く、江の島ヨットハーバーで

開催されるワールドカップや昨年のオリンピ

ックなどの際はかなり前から予約が殺到した

そうです。 

 

 

かきやさんは出前もやっていて、片瀬や腰越近辺に

は出前料金なしでお料理を運んでくれます。鎌高の

事務室からも週に一度程度は注文が来るそうです。 

 

5 月 15 日(日)に我々うしお会の役員会があり、その

中の一部のメンバーが「初夏の暑気払い」と称し

て、懇親会を開かせていただきました。もちろん、

自費でいただいておりまして、会議費を使ったわけ

ではありません。 

各年代で話が繋がったり、共通の知人がいたり、昔

話に盛り上がった楽しい時間が過ごせました。 

 

コロナ禍が収束されたのちは、こちらのお店に集ま

って同窓会を開催するのも楽しいはずです。 

 



出していただいたお料理は宿泊客の方々と同じお料理で驚くほどの品種とクオリティでし

た。お刺身と、獲れたばかりのプリプリの生シラス、釜揚げシラスの酢の物から始まって、

金目鯛の煮つけ、サワラの煮物、天ぷら、最後は自家製のシラスそばまで、たっぷりと堪

能させていただきました。 

戸倉さんは、「誰でも一般的に美味しいものを頂くと幸せになり、笑顔になれます。その笑

顔が見たい為に、美味しい新鮮な湘南のしらす、魚介や昔ながらの懐かしい定番メニュー

を取り揃えて皆さんをお待ちしております。お店に足を運んでいただき、「美味しかったで

す。」と笑顔で喜んでいただける事・・・それが、私が幸せと充実感を感じる一番の事で

す。」とおっしゃいました。 

また、「プライベートでは鎌倉高校のクラスメートとの SNS や LINE での繋がりやクラスの

同窓会での仲間の活躍や報告がとても楽しみですし、自分もとても励みになります。」とも

お話しくださいました。 

【鎌高割】 

この記事をプリントアウトして、またはスマホで開いてお持ちになった方には、お勧め小

鉢をサービスしていただけます。 

また、鎌高の同窓会等 10 名様以上の御予約の場合は 10％オフにしていただけます。 

 

〒248-0033 神奈川県鎌倉市腰越 3-7-24 

TEL 0120(32)4828 FAX 0467(32)4180 

木曜定休  旅館のお問い合わせは年中無休です。 

http://www.kakiya.co.jp/ 



うしお会会員のお店紹介 Vol.２ 檑亭 
鎌高生時代、鎌倉山一周、ランニングした経験がありませんか？その時に「檑亭」という

豪華な料亭のようなお店があったのをご記憶の方も多いと思います。 
高校生にはあまり縁がなかったお店ですが、その後、家族や彼女、彼氏との食事に行った

ことのある方も多いはずです。 

このお店のオーナーが鎌高卒なことをご存知の方は多くはないでしょう。 

 

檑亭は、創業が昭和 44 年で 53 年の歴史を誇ります。前身は鎌倉山を別荘地として開発し

た菅原通済が、鉄道王とも称され、鉄道建設業界の大立者であると言われた父・菅原恒覧

（すがわらつねみ）の為に建てた別荘で、それを現オーナーの両親が取得し、そばと会席

料理のお店となったものです。 

本館と山門は国の登録有形文化財(建造物)に指定されています。 

約 5 万平方メートル、東京ドーム 1 個分の広さを誇る庭園には自然がいっぱいで古くから

の在来種の植物であふれています。 

廻遊式庭園と呼ばれるお庭には梅林や竹林、そして季節の草花がいつの季節に訪れても歓

迎してくれます。 

これからの季節はアジサイが咲き誇ります。 

 

 

 

お昼は自家製のおそばを中心に、そば定食や季節弁当、会席料理などもいただけます。 



 

また、ビアガーデンや会席等を予約すると定時運行の送迎車もあり、地元の商工業者を中

心に会合、宴会なども盛んにあるとのことです。さらに、慶事、法事にも使われやすいで

しょう。なぜなら本館の 2 階の国産最初期のステンドグラスや明治初期の舶来品のシャン

デリアなど会話の種には事欠かず、貴重な

ものだからです。 

現オーナーの岩村もと子さんは鎌高ご卒業後

明治大学、さらに東京家政学院大学に学ばれ、2014 年にこのお店を承継されたそうです。

生物や食物への関心から食品学、メニュー開発などを学ばれ今では東京家政学院大学の特

別講師もされているという活動家の女性です。 

その経験を活かし、独自のメニュー開発はもちろん、庭園の筍を使ったメニューやお弁当

を次から次へと開発し近隣の方にも大人気、さらには庭園の中に市内の識者の方との協業

によりニホンミツバチの巣箱を設置し蜂蜜を使ったメニューも開発中とのことです。 

ご興味を持たれた方は少しじっくり時間を取ってお食事とお散歩を楽しまれることをお勧

めします。 

 

【鎌高割】この記事をお店のスタッフにお見せになるとグラスワインかウーロン茶を

１杯サービスして頂けます。 

株式会社 檑亭 

〒248-0031 鎌倉市鎌倉山高砂 

TEL:0467-32-5656 FAX:0467-32-5566 

https://www.raitei.com/ 



磯崎眞澄仕事展レポート 
５月のある晴れた気持ちの良い日の午後、平

塚まで行ってまいりました。 

昨年、10,000円以上のご協賛をされた方への

御礼に送らせていただいた、鎌倉をモチーフ

にした手ぬぐいの作者である磯崎眞澄氏の個

展「アロハでよぉござん寿 in 平塚」を見せ

ていただくことが目的でした。 

 

それは、平塚駅西口から数分歩いたところの

古民家風のお洒落な建物「オケラハウス」で

開催されていました。 

 

天井の高いこの会場、木の柱や梁と漆喰壁

の落ち着いた暖かさがなんとも言えない素

敵な空間に色鮮やかな手ぬぐいやその手ぬ

ぐいの生地で作られたアロハシャツが吊る

され展示されています。 

 

手ぬぐいの柄は当然、「和」のテイストで

すが、この柄のアロハシャツがなんとも言

えない独特な味を醸し出しています。 

 

 

磯崎さんは昭和 51 年に鎌倉高校を卒業後、

武蔵野美術大学に学び、グラフィックデザ

イナーとして商業印刷物などのデザインに

長く関わってきました。現在は自らが定め

たテーマに沿って創作活動をしており、約 5

年前より注染という技法による手ぬぐいの

制作を行なっています。 

 

日本人の DNA として受け入れやすい素朴な手

拭いの柄に、湘南の明るい空や海、そして

空気を感じさせる鮮やかな色使いは、恐ら

く多くの鎌高 OBOG が共感するものだろうと

思います。 

「自分が欲しいと思うものしか作らない」という磯崎さんのポリシーで、独自の世界観を

表現されていました。 

ことしの高額協賛者の方にもプレゼントさせていただく予定で、現在ご準備をいただいて

いるところであります。 

 

手ぬぐいのお買い物は MASMIC 寿オンラインストアで。 

masumi049.stores.jp 



うしお会員企業の広告＆メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

What is your dream ? 

小田急・六会日大前駅そばの公衆浴場。 

サウナ、露天風呂、電気風呂あり。 

井戸水を薪で沸かす「ザ・銭湯」です。 

電話 0466-81-2967、営業 15 時から 22 時、

火曜定休。そろばん塾、銭湯寄席実施 

藤沢市の善行団地にあります内科、小児科、

循環器内科のクリニックです。生活習慣病や

発熱診療などの保険診療の他に、高濃度ビタ

ミン C点滴治療や医療用サプリメントなどを

扱ったアンチエイジング治療も行ってます。 

西麻布で yaocho-bar☆星条旗、やきのすけ焼

太郎。恵比寿で八百長バー恵比寿。 

新橋で八百長バー新橋、というお店を経営し

ております。 

【鎌高割】 

生ビール、ハイボール、グラスワイン、など

1 杯サービス 

歌とピアノの音楽教室では、特別支援学校教

諭の経験を生かして、小さなお子様からご高

齢者、障がい者の方に、お一人おひとりに合

わせたレッスンを行っております。自身のソ

プラノ演奏も配信しております。 

女性専用シェアハウス・鎌倉古民家民泊経営  

鎌倉・藤沢の不動産管理・売買仲介なら 

お任せください。 

マウスで描く、「アナログ風味のデジタル絵

画」の作品販売と、描き方教室です。65 歳

からのご趣味にいかがでしょうか？ 

鎌高生に馴染み深い鎌倉から茅ヶ崎あたりの

風景、花鳥風月、愛犬愛猫などを描きます。 



編集後記 
  

梅雨の晴れ間のような爽やかな青空の、丸山晶子さんの表紙絵を頂き、『うしお』40 号を

発行することができました。 

 事務局一同で取材や編集を行いましたが、目下の悩みは電子版に移行した事が会員の皆

様に周知されているのか、また電子版を閲覧して頂いているのか、という点です。この編

集後記まで目を通して下さっている皆様、ありがとうございます。どうか鎌高の仲間や先

輩後輩に、この電子版の存在を広めて下さい。プリントアウトも出来ます。 

 

 現在、事務局では近づく 100 周年はもちろんですが、冒頭の会長挨拶にもありますよう

に、在校生に同窓会として支援できる事はないか模索中です。具体的には未定ですが、学

校と協議を進めていく予定です。 

 

皆様からの協賛金を未来ある在校生に役立てる事が出来れば幸いです。引き続きご支援、

応援をよろしくお願い申し上げます。 

 

皆様の同窓会を応援します 
 

コロナ禍が収まりつつある昨今、皆で旧交を温める集まりが開かれることでしょう。 

その際は事前にうしお会にご一報ください。学年同窓会、部活動 OB・OG 会の開催に際して

参加人数に応じて些少ながら応援金を差し上げております。 

 

参加人数   (約)50〜100 名  10000 円   100 名以上   20000 円 

 

 お申込み方法…幹事の方は事前に開催する旨(日時、会場、趣旨など)を、うしお会ホー

ムページから申し込んで下さい。受け取り日を決め、幹事さんに来校していただきます。

現状では手渡しでのお受け取りをお願いしています。また、学年やクラスの名簿の提供も

可能なのでご相談下さい。 

 開催後に報告として数枚の写真とコメントをお送り下さい。それらをホームページまた

は会報誌上に掲載させて頂くことをご了承下さい。 

 

 

 

 

 



令和 4 年度 ホームページ掲載書面総会ご案内 
■ ホームページ掲載書面総会開催期間 令和 4年 7月 8日～31 日 

令和 4年度年次総会議案書  

  第一号議案：令和 3年度事業報告 

第二号議案：令和 3 年度会計決算報告 

第三号議案：令和 3 年度監査報告  

  第四号議案：令和 4年度役員人事案  

第五号議案：令和 4 年度事業計画案  

第六号議案：令和 4 年度会計予算案  

   

各議案へのご承認ご意見、ご質問は問合せフォームまたはファックス 0467-39-3668 にご

連絡ください。パソコンでもスマートフォンでもご審議いただけます。 

 記名式となっておりますので、卒業年、氏名、ご住所、ご連絡先などを明記していただ

いた上でお願いいたします。 

 

協賛金のご協力のお願い 
 

神奈川県立鎌倉高校の現役生並びに同窓生の同窓会開催の応援のため、協賛金のご協力を

お願いいたします。同封の振り込み用紙でコンビニまたは郵便局でお振込みください。 

また、横浜銀行の口座に振り込みの際には必ず卒業年・氏名をお願いします。 

 

横浜銀行片瀬支店 県立鎌倉高校同窓会  

代表 渡辺 晃 0135471 

 

昨年度、協賛金にご協力いただいた方、『うしお会名簿』の発行に際し、

賛助金をいただいた方、および広告のご協力をいただいた方々に鎌高を

デザインした絵葉書を同封させていただきました。 

納入したのに同封されていなかった方は、同窓会までご連絡ください。 

尚、今年度も 10,000 円以上を納入された方には、鎌倉高校同窓生（昭和

51 年卒業）の版画家/図案家、MASMICS 寿(磯崎眞澄氏)作の鎌高も描かれ

ている手ぬぐいをお送りいたします。 

鎌倉山の会席料理とそばの店「亭」です。本館・

山門は、江戸時代の建造物で登録有形文化財指定

の 5万㎡の日本庭園、富士箱根連山と相模湾を眺

めながら四季の味をお楽しみください。 

腰越電車通り中央の食事処・旅館です。 

同窓会にご利用ください。 


